
４～９月のアス合材製造量

．％減　上期で過去最少
日合協速報　工場稼働率３割切る

　
日
本
ア
ス
フ

ル
ト
合
材
協

会︵
日
合
協
今
泉
保
彦
会
長
︶

の
調
査
結
果
に
よ
る
と

２
０

２
４
年
度
上
半
期︵
４

９
月
︶

に
会
員
企
業
８
４
０
工
場
で
製

造
し
た
ア
ス
フ

ル
ト
合
材
の

量
は
前
年
同
期
比
３
・
９
％
減

の
１
５
２
１
万
３
２
０
４


︵
速
報
値
︶
だ

た


年
８

月
か
ら

年
９
月
ま
で

カ
月

連
続
で
減
少
し
て
お
り

上
半

期
と
し
て
は
過
去
最
少
を
更
新

し
た

工
場
稼
働
率
は
０
・
７


低
下
の

・
７
％
と
初
め
て

３
割
を
切

た

日
合
協
は

﹁
惨
憺
︵
さ
ん
た
ん
︶
た
る
状

況
﹂と
危
機
感
を
強
め
て
い
る


　
製
造
数
量
の
内
訳
は

主
に

国
土
交
通
省
や
高
速
道
路
会
社

が
発
注
す
る
高
規
格
道
路
用
に

多
い
新
規
材
が
１
・
９
％
減
の

３
８
１
万


主
に
地
方
自
治

体
が
発
注
し
一
般
道
の
整
備
や

修
繕
な
ど
に
用
い
る
再
生
材
は

４
・
５
％
減
の
１
１
３
９
万



製
造
数
量
に
占
め
る
再
生
材
の

割
合︵
再
生
合
材
製
造
率
︶は
０

・
５

低
い

・
９
％
だ

た


　
地
域
別
の
内
訳
は

能
登
半

島
地
震
の
復
興
事
業
で
増
加
し

て
い
る
北
陸
︵
３
・
５
％
増
︶

と
九
州
︵
１
・
５
％
増
︶
を
除

く
８
地
域
が
前
年
度
を
下
回


た

特
に
減
少
幅
が
大
き
か


た
の
は
中
部
で


・
６
％
減

の
１
８
４
万

だ

た

全
４

県
が
２
年
連
続
で
減
少
し



年
度
上
期
︵
２
１
１
万

︶
と

比
べ
て
も
２
０
０
万

を
割
り

込
む
な
ど
深
刻
な
状
況
と
な


て
い
る


　
都
道
府
県
別
で
は
福
井
県

︵

・
０
％
減
︶

静
岡
県

︵

・
４
％
減
︶

広
島
県

︵

・
０
％
減
︶
の
順
に
減
少

幅
が
大
き
か

た

一
方

滋

賀
県
︵

・
２
％
増
︶

石
川

県
︵

・
２
％
増
︶

青
森
県

︵

・
３
％
増
︶
な
ど
は
反
動

増
な
ど
も
あ

て
増
加
し
た


　
合
材
工
場
の
稼
働
率
は

全

国
平
均
が

・
７
％
で

平
均

を
上
回

た
の
は
関
東
︵

・

８
％
︶北
陸︵

・
０
％
︶

中
部︵

・
６
％
︶の
３
地
域


最
も
低
か

た
沖
縄
︵

・
２

％
︶
は
関
東
と

・
６

も
の

差
が
開
い
た

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